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学校教育目標 重点目標
（中長期的目標）

　基本的な生活習慣を確実に
身に付けさせ、確かな学力を
養うとともに、豊かな心で総合
的な生活力を持った生徒を育
成する。

今年度の重点目標 成果と課題 A Ｂ Ｃ 改善策向上策
①生徒が個人として尊重さ
れ、安全で活力ある学校生活
を保障する。

全体的に落ち着いた学校生活が形成できた。しかしながら
依然として問題行動が見られ，社会生活の規範を身につけ
させることが課題である。
身だしなみや生徒の安全・規範意識の向上のため年間を通
して指導した。一部の生徒には徹底できなかった。
1年生にブレザーを全員購入させ，公式行事等では必ず着
用させ身だしなみや規律の意識を持たせる指導をした。
クラブ活動に積極的に取り組む生徒がおり、いくつかのクラ
ブで成果が残せた。

○

いじめなどの問題行動に、予防，早期発見・対処ができるよ
う全職員の連携と統一した指導体制の確立を進める。
生徒に高校生活での目標を持たせるため、クラブへの加入
を勧め、活動の活性化にむけて具体的方策を検討する。
クラブ活動や生徒会の取り組みや成果などを校外へも積極
的にアピールし、生徒の意欲や達成感の向上を図りながら
学校の魅力を高めるよう努める。
コミュニケーションスキルの向上など人間関係を築く場を意
図的に設ける。

②基礎学力に習熟し、探究的
学力を伸ばす授業づくりをす
すめる。

数学や英語の少人数編成・習熟度別授業、学習合宿、補習
など、学力向上のための取り組みを行った。
「総合的な学習の時間」では、調べ学習や個々のテーマ設
定により学習を深め、文化祭で展示発表をした。
学び合い授業や学び直し授業について，各授業で実践の
取り組みを行うことができた。

○

新学習指導要領による新教育課程の編成をもとに，生徒の
希望や実態に即したシラバスの構築を進める。
「学び合い」，「学び直し」の今年度の実践を踏まえ，より本校
に効果的な授業形態や教材の開発を進める。

③個性と能力を活かしたキャリ
ア教育と組織的進路指導を実
践する。

進路講話や進路ガイダンス、企業見学などを計画的に実施
した。また、漢字、英語、簿記、情報処理などの各種検定に
も積極的に取り組んだ。
面接や作文指導などに多くの職員が関わり、大変厳しい状
況の中、例年並みの内定をもらうことができた。進学につい
てもきめ細やかな指導により、希望する進路の実現を果たせ
た。新しいエリア・教育課程に対応した進路指導についてさ
らに研究・検討が必要である。

○

就職活動の指導についいては引き続き全職員が関わり、単
に進路実現にとどまらず生徒の生活面や人格的な成長も達
成できるような体制での指導を継続していく。
進学希望者については引き続き補習授業などでいっそうの
学力向上を図り、個々の生徒の進路実現のためのサポート
体制を充実させる。また、進学実績の向上が図られるよう全
校でその環境整備に努める。

④社会参加を促し、自治的実
践力や総合的な生活力を養う
学校教育活動を展開する。

職場体験学習や地域ボランティア活動などの取り組み、社
会参加を促すことができた。
生徒会の諸活動を通して、公共心を培うとともに自治的実践
力を養った。

○

生徒会や学年・学級での校内外の美化活動や地域貢献活
動・ボランティア的活動を一層充実させ、生徒の社会参加を
促していく。

⑤地域社会に根ざし、生徒・
保護者・住民参加の開かれた
学校づくりを促進する。

職場体験学習、地域ボランティア活動、授業公開、地域文
化祭への参加など積極的に取り組むことができた。
地域の方・同窓生・保護者による進路講話や特別授業など
を実施した。 ○

教科と教科外活動の両面で地域との連携を継続する。また、
松川町の地域づくりと学校づくりを結びつける連携した教育
文化活動についても取り組んでいく。
生徒会活動についても引き続き地域との関わりを強化してい
く。
広く地域に学校や生徒の活動などの情報を発信していく。

2010年度　学校評価

総　　合　　評　　価

 校訓
   「創造・自律・誠実」

(1)一人一人の生徒を尊重す
る教育の実践

(2)自発的、自主的な学習態
度の育成

(3)個性を生かす進路指導の
充実

(4)情操豊かな徳性と自律の
精神の養成

(5)心身の鍛練と質実剛健の
気風の育成

(6)郷土を愛し、地域に学び、
地域に尽くす心の育成

(7)創造の意欲に燃える良き
校風の樹立

・新しいエリア制の教育課程を適用し，数学と英語に少人数編成・習熟度別授業を展開するなど，生徒の学力向上に努めた。「学び合
い」，「学び直し」の授業手法や教材を各授業で取り入れ，基礎学力の定着に力を入れた。また，「授業の五か条」を授業の基本として
学ぶ姿勢と基本的生活習慣の定着を目指した。
・教科外活動でも地域と連携し，社会参加を促す企画を計画し，生徒の自主的活動力を引き出すことができた。これらの取り組みを次
年度以降も発展的に継承していきたい。
・全職員で粘り強い指導を行い，問題行動の予防に努めた。保護者や地域の方の理解と協力のもと、身だしなみやマナーなど基本的
生活習慣の確立を目指していく。


